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通期業績予想と実績値との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ 
 

 

平成28年５月10日に公表いたしました平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）の業績予想と

本日公表の実績値に差異が生じましたので、下記の通りお知らせいたします。また、平成29年３月期決算におい

て特別損失を計上いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１.平成29年３月期業績予想と実績値の差異（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 13,469 458 503 264 61.88

実績値（Ｂ） 12,493 325 369 176 43.14

増減額（Ｂ－Ａ） △976 △132 △133 △88 

増減率（％） △7.2 △29.0 △26.6 △33.3 

（ご参考）前期実績 

（平成28年３月期） 
12,833 235 284 104 25.83

 

２．差異の理由 

 売上高につきましては、集客イベントを中心にブランド力強化を図ったことにより集客力が向上したものの、

平成28年３月期の新規来店者数の減少が既存顧客の継続数へ影響したことにより、前回発表した業績予想を 

976百万円下回りました。 

利益面につきましては、売上高の減少による売上原価の減少、要員計画差異による人件費の減少のほか、広告

宣伝費、販売促進費等の全体的な費用の合理化を進めた結果、販売管理費及び一般管理費は626百万円計画を下

回りましたが、売上高の減少が大きく影響し、営業利益、経常利益ともに前回発表した業績予想を下回りました。 

当期純利益につきましては、減損損失102百万円を特別損失に計上したことにより、前回発表した業績予想を

下回る結果となりました。 

 

３.特別損失の計上 

 最近の業績動向及び今後の計画を踏まえ、「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、保有する固定資産に

ついて投資期間全体を通じた投資額の回収可能性を評価した結果、平成29年３月期において、減損損失102百万

円を特別損失に計上いたしました。内訳は以下の通りです。 

（１） 一部店舗の固定資産における減損損失 43百万円 

（２） 将来使用が見込めない電話加入権における減損損失 59百万円 

 

 

以 上 


